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政府の底入れ宣言に関わら

ず､日本経済は一向浮上せず

混迷の様相を呈した感があり

ます｡こ れ以上の経済悪化は

長期の不況とデフレに体力を

すり減 らしてきた企業に止め

を刺す ことにもな り､何とか

避けたいものです｡し かし､何処か らも明快な経済再

生へのシナ リオは聞こえて来ず､著 名な評論家や経済

学者でさえ､｢個 人資産が1400兆 円あり…｣と いうだ

けで具体的提案や対策はあ りません｡先 日､韓国代理 .

店の社長と話す機会があり､好調 と言われる韓国経済

について聞きましたが､｢良 いのはサムソンやLG等 の

コングロマ リットだけで､一般の企業､特 に同業のポ

ンプ屋でよい話な ど全 くなく､ますます厳しくなって

きた｡｣と の事で した｡世界の工場 と言われる中国に生

産移転が進むのは韓国や台湾､そ の他アセアン諸国も

同じで､グ ローバル化が進み競争が激化する市場経済

では当然の成 り行きと思います｡｢こ の不況を乗 り切

れば何 とか先が見えて くるのでは…｣と 淡い期待 を

抱いていた自分の甘さを痛感 した次第です｡

さて､それでは産業界の全ての会社がダメかと言え

ば､そ のような ことはないようです｡私 の知 っている

数社はこのような経済状況でも仕事が多 く大変な好

調を持続 しています｡例 えば会社ではありませんが､

私が月に数回行 く寿司屋 と小料理屋は何時行 っても

混んでいます｡前者はプライベー トで後者は接待に使

うことが多いのですが､そ こには共通点がたくさんあ

ります｡まず､①料理が美味い､②小ギ レイで感 じが良

い､③女将 も板前さんも気さくでありなが ら余計なご

とは言わず客扱いが上手です｡こ こまでは飲食店の基

本 として､決定的な特徴は特別高くはないが決 して安

くはなく､普通のサラリーマンが毎 日通えるレベルの

価格体系ではないことです｡営 業の姿勢にもよります

が店舗の広さが限 られるなら､価格を安くしてやたら

に人を集めても仕方ないわけで､それな らある程度の

価格を維持し､料理の質を高め､スジの良い客を集めて､

良い雰囲気を作る｡それが更に常連客を引き付ける｡客

が店を選ぶというよりは店が客を選んでいると言って

も過言ではない気がします｡

限られた市場であるなら数を求めず質を求める｡安

さで勝負する薄利の商売はいつか破綻する｡技術を磨

き､他を圧倒する品質や独創的な商品を用意して､ある

程度限定された顧客にきめの細かいサービスを提供 し

て引き付ける｡それが一層､会社の魅力を生み満足感を

与える｡弊社 もポンプ屋ではありますが､常 にお客様の

ご意見を取入れ､よ り高機能で質が高く使いやすい商

品を提供しお役に立つことにより､自らも｢日本経済再

生の担い手｣※になれることを心掛けたいと思います｡


